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Oracle TimesTen Application-Tier Database Cache は、Oracle Database 製品オプ
ションであり、パフォーマンスクリティカルな Oracle Database のサブセットを
キャッシュするのに理想的で、アプリケーション層に配置され、応答時間を向上
させます。自動永続性、トランザクション一貫性、Oracle Database とのデータ
同期の機能により、アプリケーションは、SQL および PL/SQL を使用してキャッ
シュ表の読取り/書込み処理を実行します。Oracle TimesTen Application-Tier 
Database Cache は、Oracle TimesTen In-Memory Database 製品を使用して構築
されています。 

Oracle TimesTen Application-Tier Database Cache 

Oracle TimesTen Application-Tier Database Cache（Oracle TimesTen Cache）は、
データベース・アプリケーションにより、パフォーマンスクリティカルな Oracle 
Database 表のサブセットを Oracle TimesTen In-Memory Database に選択的に
キャッシュできるようにすることでアプリケーション応答時間を向上させます。
Oracle TimesTen Cache は、Oracle TimesTen In-Memory Database（Oracle 
TimesTen）を使用して構築されています。自動永続性、トランザクション一貫性、
Oracle Database とのデータ同期の機能により、アプリケーションは、SQL およ
び PL/SQL を使用してキャッシュ表の読取り/書込み処理を実行します。 

 

図1：Oracle TimesTen Cache Grid 

 

業界をリードする信頼性とパフォーマン
スを備えた SQL インメモリ・データベー
ス・キャッシュ 

おもな機能 

• Oracle In-Memory Database Cache 
Grid 

• Oracle Database との自動パラレル・
データ同期 

• 事前ロードおよびオンデマンドの SQL
読取り/書込みキャッシング 

• キャッシュ・ノードのオンラインでの
追加/削除 

• 自動フェイルオーバーによるトランザ
クションのパラレル・レプリケーショ
ン 

おもな利点 

• 水平方向のスケーラビリティ 

• アプリケーション応答時間の向上 

• リアルタイムのパフォーマンス 

• アプリケーション層における一貫性の
ある応答時間 

• キャッシュ・データの位置の透過性 

• キャッシュ・グリッド・ノード全体に
おけるトランザクションの一貫性 

• 高可用性 
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Oracle TimesTen Cache Grid は、パフォーマンスと容量の水平方向のスケーラビ
リティを実現します。1 つの Cache Grid は、Oracle TimesTen Cache データベー
スの集合で構成されています。アプリケーションのキャッシュされているデータ
を集合体として管理します。キャッシュ・データは、グリッド・メンバー間で分
散され、アプリケーションに対して、位置の透過性とグリッド・メンバー全体で
のトランザクションの一貫性が確保されます。キャッシュ・グリッド・メンバー
の追加と削除はオンラインで実行できるので、アプリ－ションへのサービスが中
断することはありません。 

柔軟性に優れたキャッシュ・オプション 

Oracle TimesTen Cache を使用するアプリケーションでは、次のキャッシュ・オ
プションの組み合わせから選択可能です。 

• 読取り専用キャッシュ：更新は Oracle Database 内で実行され、キャッシュ
に対してリフレッシュされます。 

• 読取り/書込みキャッシュ：トランザクションは Oracle TimesTen キャッシュ
内で実行され、その後 Oracle Database に伝播されます。 

• キャッシュ・データはオンデマンドによるロードまたは事前ロードが可能で、
キャッシュ・グリッド・メンバー全体で共有するか、または特定のキャッ
シュ・ノードに常駐させることができます。 

データ・アクセス・パターンとパフォーマンス要件に合わせて、アプリケーショ
ンでは、局所的な最適化のために特定のデータ・パーティションをグリッド・メ
ンバーの一部に割り当てることを選択するか、位置の透過性を確保するためにす
べてのデータをすべてのグリッド・メンバーで利用可能にすることを選択できま
す。キャッシュ・グリッド・ソフトウェアは、すべてのグリッド・メンバー間で
キャッシュ一貫性とトランザクション一貫性を管理します。 

Oracle Database とのデータ同期 

Oracle TimesTen Cache では、Oracle Database とのデータ同期が自動的に実行さ
れます。読取り/書込みのキャッシュ表は、パフォーマンスと一貫性の必要なト
レードオフによって、同期式または非同期式で Oracle Database にライトスルー
できます。 

• 非同期式ライトスルーのキャッシュ・グループでは Oracle TimesTen の速度を
利用して、まず TimesTen キャッシュ・データベースのトランザクションをコ
ミットします。次に非同期式にその更新を Oracle Database へ送信します。大
量のトランザクションが伴うアプリケーションでは、パラレル・ライトス
ルー・オプションを選択すると、Oracle Database へのトランザクション・ス
ループット全体を高めることができます。パラレル・ライトスルーでは、関
連するトランザクションの順序を維持しながら、スケーラビリティとスルー
プットを高めることができます。 

  

関連製品 

• Oracle TimesTen In-Memory 
Database 

• Oracle Exalytics 

• Oracle SQL Developer 

• Oracle Enterprise Manager 

• Oracle Clusterware 

• Oracle Database 
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• 同期式ライトスルーのキャッシュ・グループでは、まず Oracle Database のト
ランザクションをコミットし、次に Oracle TimesTen キャッシュ・データベー
スのトランザクションをコミットします。アプリケーションは、Oracle 
Database と Oracle TimesTen キャッシュ・データベースでのコミットが完了す
るまで、待機する必要があります。 

非同期式ライトスルーのキャッシュ・グループでは、アプリケーション応答時間
とトランザクション・スループットが向上します。 

読取り専用のキャッシュ・グループでは、Oracle Database の増分更新は、イン
メモリ・キャッシュ表に対して、ユーザーの指定した時間間隔で非同期にリフ
レッシュされます。 

マルチユーザーの同時実行性、持続性、永続性 

アプリケーションは、マルチユーザーおよびマルチスレッド環境に対応したアプ
リケーション層に Oracle TimesTen Cache を配置します。アプリケーションは、
JDBC、ODBC、ODP.NET、Oracle Call Interface（OCI）、Pro*C/C++といったプロ
グラミング・インタフェース経由で標準の SQL と PL/SQL を使用してキャッシュ
表にアクセスします。キャッシュ表は、Oracle TimesTen データベース内にある
通常のリレーショナル表と同じように処理されます。また、キャッシュ表には永
続性があり、リカバリ可能です。永続性は、Oracle TimesTen によって提供され
るトランザクション・ロギングとディスクに対するデータベースのチェックポイ
ント機能を組み合わせることで実現されます。 

高パフォーマンス 

メモリ内でデータを管理し、データ構造とアクセス・アルゴリズムを適宜最適化
することで、データベース操作をもっとも効率的に実行できます。これによって、
アプリケーションのパフォーマンスが大幅に向上します。Oracle TimesTen Cache
を使用すると、データベース・レコードを読み取るトランザクションの応答速度
は 3 マイクロ秒未満（1 マイクロ秒は 100 万分の 1 秒）となり、レコードを更新
または挿入するトランザクションでは約 7 マイクロ秒となります（インテル Xeon
プロセッサ E5-2680 2.7 GHz 搭載システムで Oracle Linux を実行して測定）。つま
り、スループットとしては、一般的なハードウェアを使用して、1 秒あたり数万
～数十万件のトランザクションが実現されます。 
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図2：Oracle TimesTen In-Memory Databaseの平均応答時間 

企業データベースに存在するデータの大半は履歴であり、頻繁にアクセスするこ
とはありません。しかし、このデータの中には、要求があればすぐにアクセスで
きなければならない情報があります。たとえば、優良顧客、予約注文、預金残高、
最近の取引、製品カタログのデータがそれに当たります。Oracle TimesTen Cache
を使用すると、このような情報はリアルタイムでアクセス可能になるように
キャッシュに格納できます。この結果、非常に高いトランザクション・スループッ
トによって、迅速で一貫した応答時間が実現します。 

高可用性 

可用性は、ほとんどのリアルタイム・アプリケーションにとって必須要件です。
高可用性は、Oracle TimesTen Replication によって実現されます。Oracle 
TimesTen Replication は、スループットが高く待機時間が短いネットワーク・プ
ロトコルを介して、メモリが最適化されたトランザクション・レプリケーショ
ン・テクノロジーを使用することで、パフォーマンス、信頼性、堅牢性を確保し
ます。おもな機能は、次のとおりです。 

• 非同期レプリケーションによって、最大のパフォーマンスが提供されます。
また、サブスクライバでのレプリケートされた要素の受信プロセスからアプ
リケーションが切り離されます。 

• 同期レプリケーションによって、アクティブ・データベースとスタンバイ・
データベース間で最大の可用性およびデータ整合性が提供されます。また、
トランザクションが受信されてスタンバイ・データベースにコミットされる
まで、アプリケーションはブロックされます。 

• スタンバイ・データベースからの読取り可能性に優れています。また、追加
の読取り専用サブスクライバを構成することで読取り能力を増強できます。 

 

柔軟なレプリケーション 

• アクティブ・スタンバイ 

• 読取り専用サブスクライバによるアク
ティブ・スタンバイ 

• 同期レプリケーションと非同期レプリ
ケーション 

• パラレル・レプリケーションによる高
いスループット 

• 最適化された LAN および WAN をサ
ポートする TCP/IP ストリーム 



 
 

 

 

• パラレル・レプリケーションはトランザクション実行順序を維持しながら、
レプリケーション・スループットを拡大します。 

• 自動的な障害検出とスタンバイ・データベースへのフェイルオーバーが、
Oracle Clusterware とのシームレスな統合によって実現されます。 

• オンライン・アップグレードによって、アプリケーションを停止することな
くソフトウェアをアップグレードできます。 

• 柔軟な構成は、LAN や WAN を使用したさまざまなトポロジをサポートして
います。 

障害に対する弾力性と自動再同期化 

TimesTen Cache は、Oracle Database サーバーやネットワーク接続が失われた場
合でも継続して稼働するように設計されています。インメモリ・キャッシュ表に
コミットされたトランザクションは、追跡され、接続が復旧すると Oracle 
Database へ伝播されます。同様に、Oracle Database のキャッシュ表にコミット
されたトランザクションは追跡され、Oracle Database への接続が復旧すると、
インメモリ・キャッシュ表に対してリフレッシュされます。 

幅広いアプリケーションへの対応 

Oracle TimesTen Cache はキャッシュ表に対する読取り/書込み SQL トランザク
ションをサポートしているので、応答時間とスループットの要件に対応すること
がビジネスで必須となっているさまざまなアプリケーションで使用できます。た
とえば、ネットワーク速度でのデータ取得とデータ処理、オンライン取引、証券
取引システム、リアルタイムの請求処理とデータ分析、ユーザー・プロファイル
とサブスクライバ・プロファイルの管理、旅行の予約、分析アプリケーション、
不正検出、およびその他のトランザクション・システムなどです。 

 

 

お問い合わせ 

Oracle TimesTen Application-Tier Database Cache について詳しくは、oracle.com
を参照するか、+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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パフォーマンスクリティカルなアプリ
ケーションに対するリアルタイム・データ
管理： 

• 通信事業者およびネットワーク事業者 

• 資本市場 

• 防衛機関および情報機関 

• 旅行および予約 

• コール・センター・アプリケーション 

• セルフサービス型ポータル 

• スマート・メータリング 

• ゲーム 

• リアルタイム・ビジネス・ 
インテリジェンス 

• 不正検出 


